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所
在
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調
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期
間
　
　
第
４
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８
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点
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九
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年

（平
６
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一
月
―
四
月

３
　
発
掘
機
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堺
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教
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委
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４
　
調
査
担
当
者
　
十
河
良
和

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

堺
環
濠
都
市
は
、　
一
四
世
紀
代
か
ら
都
市
と
し
て
の
形
成
が
始
ま
り
、
文
明

元
年

（
一
四
六
九
）
以
降
に
遣
明
船
の
発
着
港
と
な

っ
た
こ
と
が
商
都
と
し

て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し

た
。
ま
た
、
戦
国
大
名
や
仏
教

教
団
の
支
配
を
受
け
な
い
自
治

都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
が
、
慶

長
二
〇
年

（
三
全

五
）、
大
坂

夏
の
陣
の
前
哺
戦
に
よ
る
大
火

で
、
都
市
の
全
域
が
焼
失
し
た
。

二
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
の

は
、
真
東
西
方
向
に
延
び
る
濠

Ｓ
Ｆ
〇

一
で
あ
る
。
堺
の
町
は
二
重
の
環
一尿
で
周
囲
を
囲
ま
れ
、
町
中
に
も
濠

が
縦
横
に
め
ぐ
っ
て
い
た
こ
と
が
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
当
地

点
の
Ｓ
Ｆ
Ｏ

一
は
町
の
外
郭
を
囲
う
濠
で
、
二
重
に
め
ぐ
る
う
ち
の
内
側
に
あ

た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
規
模
は
、
当
初
の
幅

一
一
ｍ
以
上
、
深
さ
約

一
・
九

ｍ
を
測
る
。
掘
削
の
時
期
は
不
明
だ
が
、　
三
ハ
世
紀
第
Ⅳ
四
半
期

（天
正
後
半

か
ら
文
禄
期
）
に
半
分
以
下
の
幅
に
狭
め
ら
れ
る
の
を
晴
矢
と
し
て
、
三
次
に

わ
た
る
埋
め
戻
し
が
行
な
わ
れ
、　
一
七
世
紀
第
Ⅱ
四
半
期
ま
で
に
は
完
全
に
埋

没
す
る
。
一尿
の
埋
め
戻
し
に
関
し
て
は
、
天
正

一
四
年

（
一
五
人
工○

に
豊
臣

秀
吉
の
命
に
よ
り
埋
め
戻
さ
れ
た
と
の
記
述
が

『貝
塚
天
満
移
位
記
』
に
あ
り
、

Ｓ
Ｆ
〇

一
の
最
初
の
埋
め
戻
し
の
時
期
と
符
合
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

①
は
、
当
初
の
Ｓ
Ｆ
〇

一
の
滞
水
層
に
覆
わ
れ
る
、
濠
底
の
上
坑
よ
り
出
土

し
た
。
土
坑
の
埋
没
時
期
は
、
共
伴
し
て
出
土
し
た
最
新
相
の
遺
物
が

一
六
世

紀
中
頃
の
上
師
質
土
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
、
当
初
の
Ｓ
Ｆ
〇

一
を
埋
め
戻
し
た
客
土
層
か
ら
出
土
し
た
。
埋
め
戻

し
の
時
期
は
、
前
後
の
層
位
の
出
土
遺
物
か
ら
、
前
述
の
通
り

一
六
世
紀
第
Ⅳ

四
半
期
と
考
え
ら
れ
る
。
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木
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釈
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い
は
、
上
端
の
切
り
込
み
の

一
方
が
欠
失
す
る
他
は
原
形
を
保
つ
が
、
上
下

の
端
部
は
切
断
の
仕
方
が
荒
く
、
折
損
に
近
い
。
墨
書
は
両
面
に
行
な
わ
れ
る
。

「栽
松
軒
」
は
、
臨
済
宗
大
徳
寺
の
第
九
十
世
住
持
を
つ
と
め
た
大
林
宗
套

が
天
文

一
〇
年

（
一
五
四
こ

に
大
徳
寺
大
仙
院
の
西
隣
に
建
て
た
居
所
と
さ

れ
る

（「特
賜
正
覚
普
通
国
師
塔
銘
」
『堺
市
史
』
第
四
巻
資
料
篇
一
）。
大
林
宗
套
は

そ
の
後
弦
治
二
年

（
一
五
五
工Ｏ

に
、
堺
市
南
旅
籠
町
東
に
所
在
す
る
同
派
南

宗
寺
の
開
山
の
第

一
祖
と
も
な
っ
た
。　
一
方
、
裏
面
の

「宗
三
」
に
つ
い
て
は
、

大
徳
寺
と
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
界
の
商
人
や
戦
国
武
将
は
、
法
名
に

「宗
」
の

文
字
を
用
い
る
例
が
多
い
の
で
、
「宗
三
」
も
法
名
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
「宗
三
」
を
法
名
と
す
る
人
物
と
し
て
は
三
好
政
長
が
知
ら
れ
て
い
る
。

三
好
政
長
は
天
文

一
人
年

（
一
五
四
九
）
に
同
族
の
三
好
長
慶
に
攻
め
ら
れ
て

敗
死
し
て
い
る
が
、
三
好
長
慶
は
大
林
宗
套
へ
の
帰
依
が
篤
か
っ
た
。
大
林
宗

套
が
居
住
し
た
と
い
う

「栽
松
軒
」
と
、
三
好
政
長
を
指
す
と
思
わ
れ
る

「宗

三
」
が
表
裏
に
記
さ
れ
る
こ
の
木
簡
は
、
三
好
氏
と
大
徳
寺
、
特
に
大
林
宗
套

と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

②
は
上
端
部
が
折
れ
て
い
る
が
、
穿
孔
の
位
置
か
ら
大
き
く
は
欠
失
し
て
い

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
左
上
部
は
斜
め
に
切
ら
れ
て
お
り
、
切
り
込
み
が
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。
下
端
部
の
側
面
は
削
ら
れ
て
、
幅
が
狭
め
ら
れ
る
。
穿
孔

は

一
辺
約
四
ｍｍ
の
方
形
で
、
表
面
か
ら
穿
孔
さ
れ
る
。
墨
書
は
何
ら
か
の
数
量

を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
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